
そして、もう一つの「トラック輸送力不足」

～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

北海商科大学
相浦宣徳

2023年11月11日
於北海商科大学

11

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

(引用)北海道新聞, 2023年1月23日朝刊1面



①他地域に対する北海道の特異性
②道内地域の地域性・物流に関する地域性
③モノの運ばれ方・運ばれ方の選ばれ方
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Nobunori AIURA/2022

1.全国幹線物流ネットワークの在り方
2.北海道・道外間輸送の維持

5.生産空間での
「生活」を支える物流の在り方

『食と農のサプライチェーンレジリエンス強
化に向けた提言書』,一般社団法人レジリ
エンスジャパン推進協議会,食と農のサプ
ライチェーンレジリエンス研究会 ,2020年5
月⇒国土強靭化対策本部長への提出

『2021物流プロジェクトチーム報告書～北海道お
よび全国各地の食産業を支える物流の課題整
理と対策の検討～』,北海道経済連合会,2022年

『日高地域物流実態調査 報告書』,
国土交通省北海道開発局,2021年5月

6. フィジカル・インターネットの実現

3.農産品の輸送における
パレット化の推進

(農林水産省シンポジウム)パレットをつな
ぐ「縦の連携」共通の道具とする「横の連
携」, 北海道：サステナブルな食品輸送の
実現へ,2020年11月

4.将来を担う人材育成・啓蒙活動
2023年7月 国土交通省北海道運輸局, JR貨物, 釧路港

(北海商科大学, 釧路公立大学)
2023年10月 国土交通省北海道運輸局・札幌地区トラック協会

(北海道札幌国際情報高等学校, 北海道札幌東商業高等学校)

2020/11/30(相浦宣徳) 北海道：サステナブルな食品輸送の実現へ(農林水産省) 2

(1)パレットをつなぐ「縦の連携」

①末に広がるサプライチェーンの入口・通り
道

パレット化の推進は
・わが国の産業の活性化(平時)
・レジリエンスの強化

(有事：輸送モードの迅速な繋ぎ替え)
につながる。
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(今回の議論は)末に広がるサプライチェーン
の入り口、通り道の整備の議論に他ならない
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図:国土交通省資料(第2回農産品物流対策関係省庁連絡会
議)を基にシンポジウムの趣旨を踏まえ著者が一部変更
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近畿・中国
・四国地域

北海道地域
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出所:平成17年地域間産業連関表より作成
注：関東地域内取引は除く(関東地域内取引は
控除前額の70.3%)

関東地域における「他地域の農
林水産部門」からの移入額

首都圏の産業を支える北海道・九州の農林水産品

注)地図内の距離は隅田川駅から各地域の(隅田川駅にも最も近
い)貨物駅までのおおよその距離を示す(100未満を四捨五入)。

出所：日本地図は日本貨物鉄道株式会社様資料より。
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関東地域への農水産品の供給例
東京都中央卸売市場 産地別取扱実績(たまねぎ)

出所：東京都中央卸売市場市場統計より作成

出所：東京都中央卸売市場市場統計より作成

出所：東京都中央卸売市場市場統計より作成
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北海道新幹線トンネル事業・
大学生(2023.07)

石狩湾新港・高校生
(2022.11)

釧路港・大学生
(2022.11)

JR貨物・札幌貨物ターミナル・大学生
(2023.07)

オホーツク物流セミナー(2023.10.27) ©北海商科大学 相浦宣徳 3
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道内地域の地域性 / 物流に関する地域性

日勝峠

石北峠 釧北峠

RORO船

フェリー
フェリー

フェリ・
RORO船

フェリー

5

補足説明

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

札幌エリアは
「物流環境」に
非常に恵まれている

4



大まかなモノの流れ

6

RORO船

フェリー

フェリ・
RORO
船

フェリー

フェリー

フェリ・
RORO船

フェリー

日用品などの移入北海道産品などの移出

補足説明

引用：「守れ！北海道の生産空間(国土交通省
北海道局)http://www.mlit.go.jp/common/001126384.pdf
注：農業就業者1人あたり農業産出額が全道平均以上の市町村の分布

注: 3,000人/ dot   ArcGISに より作成 ・市町村界データ:全国市町村界データver8.0
（ Esri ）人口,・世帯数データ：「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成
28年1月1日現在） 総務省」

北海道から全国へ

北海道から全国へ

北海道から全国へ

北海道から全国へ(移出)

農産品,畜産品,水産品,
関連する食料品

全国から北海道へ

書籍 雑貨

衣料品

全国から北海道へ(移入)

出所：ネスレ日本 HP
https://nestle.jp/

加工食品

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 5
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トラック輸送に支えられる道内輸送

7

補足説明

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

通常期
(札幌起点)

通常期
(苫小牧港
起点)

検索条件：時間優先,有料道路使用(優先)
検索方法：全国デジタル道路地図2023年版

3.0h未満

4.5h未満

6.5h未満

6.5h以上

6



社会における物流の役割

8

政治 経済 文化

生産 流通 消費

物流 商流

補足説明

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 7



9

そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 8



(1)北海道と他の地域との繋がり

176,025
187,450

32,835
-580,833

193,764
278,386

-417,132
-245,274

169,069

-550,001

90,353

-125,578-1,273,910

-301,241

211,747
-167,553

-1,500,000 -1,000,000 -500,000 0 500,000

耕種農業

畜産

林業

漁業

鉱業

と畜・肉・酪農品

水産食料品

その他の食料品

繊維

製材・家具

パルプ・紙

印刷・製版・製本

化学製品

石油・石炭製品

皮革・ゴム

窯業・土石製品

銑鉄・粗鋼

鉄鋼一次製品

非鉄金属一次製品

金属製品

機械

その他の製造品

建築・土木

電力・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

運輸

情報通信

公務

公共サービス

サービス業

事務用品

分類不明

北海道の域際収支(輸移出－輸移入) 単位100万円

出所：平成17年度北海道内地域間産業連関
表 北海商科大学阿部秀明教授まとめ

10北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 9



①お金の動き

13,764

1,086

67,151

15,550

15,841

12,555

70,967

61,784
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金属製品

一般機械

電気機械

輸送機械

精密機械

その他の製造工業製品

中部地域⇒北海道地域 (百万円)

51,574

3,162

162,300

198

12,615

34,877

11,657

38,396

1,538

2,672

60,160

795

2,952

2,708

25,952

119,977

38

1,429
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輸送機械

精密機械
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北海道地域⇒中部地域 (百万円)

出所：
平成17年地域間産業連関表(経済産業省経済産
業政策局調査統計部)取引額表 より作成

農林水産業

飲食料品  

輸送機械

輸送機械

中部地域 ⇒ 北海道地域 (百万円)

北海道地域 ⇒ 中部地域 (百万円)

11北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 10



「JAGA CRISPY インカのめざめ」の場合
～新千歳空港内の「Calbee＋」で

購入した場合

原材料名：じゃがいも
(北海道インカのめざめ100%)

製造者：カルビーポテト株式会社
鹿児島工場

鹿児島工場
(鹿児島市)

出所：各輸送モードの写真は各社から貸与
カルビーの店舗・工場の写真は
カルビーHPより

12北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 11
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13

(2)モノの流れの滞留が及ぼす影響

(シナリオ)
「なんらかの理由」で

北海道から全国各地への移出、
全国各地から北海道への移入が
10％程度減少した際の
地域経済への影響

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 12



推計方法

14

加工 流通(卸売・小売) 消費者圃場 集出荷施設

・肥料
・肥料の原料

肥料工場

■前方連関効果
（Forward-Linkage）
ある産業部門の生産が増加（減少）した
とき、供給側の産業部門（川下産業）にお
いて連鎖的に波及する効果（被害）

𝑋 = 𝑉(𝐼 − 𝐵)−1

■後方連関効果
（Backward-Linkage）
ある産業部門の需要が増加（減少）したと
き、需要側の産業部門（川上産業）におい
て連鎖的に波及する効果（被害）

𝑋 = [𝐼 − 𝐼 −𝑀 𝐴]−1

株式会社ドーコン 平出渉氏 との共同研究による

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 13
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輸送力低下が及ぼす北海道と全国各地への経済的影響

い Y
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664 716

関東

1,650

3,201

4,217

中部

818

1,199

1,579

北海道

4128

3,282

2,700
中国

449

647 694

近畿

804

1,131

1,585

九州

319

465 751

四国

149

198 299

移出減少額
後方連関効果
前方連関効果

単位：億円

凡例：

引用：平出渉,相浦宣徳:北海道新幹線並行

在来線と青函共用走行区間における貨物鉄
道輸送に関する一考察-議論の整理と仮説
的抽出法アプローチによる影響分析 
日本物流学会誌 30 219-226 2022年6月
2023年度学会賞受賞論文 

株式会社ドーコン 平出渉氏 との共同研究による

詳しくは

(シナリオ)

「なんらかの理由」で北海道から
全国各地への移出、全国各地から
北海道への移入が10％程度減少
した際の地域経済への影響

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 14



「１」のまとめ

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11)

北海道内地域間の交易構造

16©北海商科大学 相浦宣徳

北海道内にも当然地域間
の交易が存在している。物
流問題により、他地域の産
業が縮小した場合、

札幌エリアだけでは経
済活動は成立しない。
⇒北海道の経済的破綻。

例外となる地域はな
い、自らの問題として、
とらえていただきたい

15
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そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 16
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２．ドライバの担い手不足
・2024問題をうけて

(引用)北海道新聞, 2023年1月23日朝刊1面北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

(引用)東洋経済2021.11．21『8万人足りない！
米国トラック運転手不足の末路』

17
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
保
有
者
数
：
人

2015年末 2016年末 2017年末

2018年末 2019年末 2020年末

2015年⇒2020年で

30-44歳の大型免許保有者数は

20,935人減少

北海道内大型免許保有ドライバー

2020年末 359,021人

2015年末 379,322人

対2015年末比△20,301人

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2016年度 2017年度 2018年度

2019年度 2020年度 2021年

（倍）

年齢階層別大型免許（第一種、第二種計）保有
者数の推移(警察庁運転免許統計から作成)

富良野通運 永吉大介氏 との共同研究による

(年齢層)

①担い手不足 ②2024年問題
2024年4月1日から時間外労働の
限度時間は年960時間（月平均
80時間）に制限される

(新たな)
改善基準告示による基準

１日当たりの拘束時間
原則13時間

最大拘束時間
15時間
（14時間超えは週2日(努力)）

１か月あたりの最大拘束時間
推計284時間

1日当たり運転時間
2日平均で9時間

1日の休息期間
継続11時間以上(努力)

15時間超えは
週2日まで

16時間

293時間

8時間以上

13時間実態拘束時間
上限：12時間
ケースによって
は11時間

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 18



POINT1 (1): 長距離輸送を連想しがち

20

注) 各市町村役場間の最短経路の

距離・所要時間を示す。
(google.com/mapsで検索,
2023.03/05)

札幌

旭川 北見

釧路

稚内

帯広

函館
苫小牧

(193km, 2h51m
192km,8ｈ3ｍ）

(302km, 4h19m
307km,4ｈ44ｍ）

(305km, 4h20m
326km,4ｈ39ｍ）(138km, 1h54m

193km,2ｈ24ｍ）

(328km, 5h07m
383km,5ｈ40ｍ）

(311km, 4h25m
225km,3ｈ33ｍ）

上段：札幌市との距離・所要時間
下段：苫小牧との距離・所要時間

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

通常期
(札幌起点)

検索条件：時間優先,有料道路使用(優先)
検索方法：全国デジタル道路地図2023年版

3.0h未満

4.5h未満

6.5h未満

6.5h以上

19



POINT1 (2):短距離輸送にも影響

21

先ほどの「人材不足」とこの「1名のドライバーの

対応力の低下」が相乗して、トラック輸送力の低
下がますます進行する。

1トリップ当りの輸送距離が長く、季節波動によ

る労働時間集中型の北海道においては、万全の
対応が求められる。

降雪・寒冷による交通環境の悪さも大きく影響

ドライバ不足・車両不足をドライバの時間外労働によりカバーし
ている事例が多い。時間外労働の短縮分を補うためには、ドラ
イバの増員や車両確保や輸送の効率化が不可欠となる。

近距離輸送の場合、一台のトラックが物流拠点を
起点として集荷先や納品先を何回か巡回する。

1回転

配達先②
配達先③

配達先④

配達先①

2回転
3回転

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

現行の運行例

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

配達先① 配達先②

配達先③

配達先④

配達先⑤

配達先⑥

配達先⑦

配達先⑧

2024年の改正後の運行例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

拠
点

配達先① 配達先②

配達先③

配達先④

配達先⑤

配達先⑥

配達先⑦

配達先⑧

時間外労働時間
短縮の場合

出典:HTB北海道ニュース Youtube

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 20



POINT2 (1): 輸送力の流動性 ～弱い地域から

(引用)『北海道の物流実態調査』,株式会社野村総合研究所,2023.7.28

(引用)北海道新聞, 2023年1月23日朝刊1面

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 21



(引用)『北海道の物流実態調査(講演後補足・抜粋資料)』 ,
株式会社野村総合研究所,2023.7.28北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 22



POINT2 (1): 輸送力の流動性 ～弱い分野から

引用：トラック輸送状況の実態調査結果（国土交通省,R3.1-3）

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 23
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そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 24
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(２) 各産業の状況
①農業

RORO船

フェリー

フェリ・
RORO船

日勝峠

石北峠
釧北峠

出所：オホーツク農協連HPより
(2023.10.14,2018.09.20)

(あ)片荷の問題 ⇒復荷の確保が課題
(い)季節波動による弊害 ⇒平準化の困難さ

貨物鉄道

27.4%トラック・

フェリー

72.6%

内航船

0.0%

航空機

0.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

オホーツク地域からの農畜産品の道外移出

(トン)

出所：グラフは『令和4年度 農畜産物
及び加工食品の移出実態調査結果
報告書(北海道開発局)』より作成
(豆類,野菜類,果実,生乳,乳製品,澱
粉の移出量から)

出所：背景地図：北海
道企業立地ガイドブック
(2022年4月版)一部変

更

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 25
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②流通業(卸・小売)

出所(店舗住所など) ：
https://supermarket.geomedian.com/hokkaido/
https://ptl.zchain.co.jp/store/などから筆者作成
（2023.3.17最終アクセス日）
出所(図内所要時間,距離) ：GoogleMapより検索

(2023.3.25,高規格道路を使用)
(注)表示上の便宜から、緯度・経度をランダムに

±0.015度の範囲で移動して表示

函館(331km,4h19m)

名寄(205km,3h1m)

北見(306km,4h26m)

稚内(328km,5h17m)

帯広(197km,2h56m)

釧路(302km,4h25m)

旭川(138km
,1ｈ55ｍ)

札幌

札幌

(あ)長距離輸送
(い)小ロット
(う)多頻度

⇒小売店への納品効率の向上
(物流DX, ヤード予約を前提と
した配車計画,   共同配送)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳
26
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③漁業

～北海道・水産業における物流事情を踏まえ

運送事業者
の水産業からの撤退

水産食料品事業所数
の減少

グラフ出所：『令和5年版 北海道水産物
の
生産・流通動向』,北海道ぎょれん,2023

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 27
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→トラック輸送への
負荷の上昇

②小ロット鮮魚
の巡回集荷

①大規模加工場への横持

③本州方面への、苫小牧港、
函館港を介した小ロット輸送

出所：背景地図：北海道漁港・
漁場図一部変更

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 28
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そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 29



（３）物流革新に向けた政策パッケージ ①協議会・報告書ラッシュ 

31

『物流革新に向けた政策パッケージ (令和5年6月2日) 』
我が国の物流革新に関する関係閣僚会議
● 荷主企業、物流事業者（運送・倉庫等）、一般消費者が協力

して我が国の物流を支えるための環境整備に向けて、（１）商
慣行の見直し、（２）物流の効率化、（３）荷主・消費者の行動変
容について、抜本的・総合的な対策を「政策パッケージ」として
策定。

⇒中長期的に継続して取り組むための枠組みを、次期通常国
会での法制化(※)も含め確実に整備。

『変化し続ける社会の要請に応える貨物鉄道輸送の実現にむ
けて～検討会中間とりまとめ～(令和4年7月) 』
今後の鉄道物流の在り方に関する検討会

(3つの視点と14の課題)
視点１．貨物鉄道の輸送モードとしての競争力強化に向けた課題

1 既存の輸送力を徹底的に活用した潜在的な輸送ニーズの取り込み
2 輸送特性から限定的な扱いとなっている貨物への対応
4 災害時をはじめとする輸送障害への対策強化
5 災害等輸送障害発生時の対応力強化
視点２．貨物鉄道と他モードの連携に向けた課題

10 パレチゼーションの推進
視点３．社会・荷主の意識改革に向けた課題

⇒JR貨物によるKGI、KPIの設定

『持続可能な物流の実現に向けた検討会 最終とりまとめ(案)』

持続可能な物流の実現に向けた検討会 (令和5年6月)
更なるモーダルシフトの推進のため、内航フェリー・RORO船について、
輸送効率化に向けた6 港湾の整備や、ドライバーの働き方改革に資す
る船舶の整備等に加え、コンテナ専用車両の導入、貨物鉄道における

コンテナの大型化や貨物鉄道の利活用促進に必要な環境整備に対す
る支援について検討すべき。

『物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業
者の取り組みに関するガイドライン』経産省・農水省・国交省
(令和5年6月)
トラックで輸送していた貨物について、荷主事業者に積極的に提案を
行い、大量輸送が可能な鉄道と船舶を活用して輸送するよう取り組む。
物流システムや資機材(パレット等)の標準化

『更なる鉄道政策の強力な推進に向けた研究決議(案)』 
自由民主党 政務調査会・整備新幹線等鉄道調査会

(令和5年6月1日)(貨物鉄道輸送)

従来以上にその重要性が高まっており、平時のみならず災害時
や有事においても役割が発揮できるよう…基幹的な鉄道ネット
ワークを着実に維持すること。

トラックとのモーダルコンビネーションを強力に進めるため、コン
テナの大型化対応やIOT技術も活用した…災害時に備えた強靭化
対策や代替輸送のための拠点整備など、…貨物鉄道輸送ネット
ワークの強化と最大限の活用を図ること。

「物流革新緊急パッケー
ジ(令和5年10月6日)」 我
が国の物流の革新に 関
する関係閣僚会議

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 30
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②物流革新に向けた政策パッケージ

出所：政策動向のご紹介～物流の2024年問題～,経済産業省,2023.7

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 31
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③当面の進め方

出所：政策動向のご紹介～物流の2024年問題～,
経済産業省,2023.7

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 32



「２」のまとめ

34

オホーツク物流セミナ(2023.10.27)
(北海道物流を支える鉄道輸送の会)

• トラック輸送力低下は(均一ではなく)「弱いところ(地域・業界)」から

• 地域経済を支える主要産業において深刻な影響
• 地域生活を支える生活必需品の供給において深刻な影響

• (次のパートで)トラック輸送力低下は

道内輸送だけでなく道外移出にも大きく影響
⇒貨物鉄道輸送・フェリー・RORO船輸送を支える重要輸送モード

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 33
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そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)
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３.もう一つの「トラック輸送力」不足

貨物鉄道輸送 フェリー・RORO船を介した輸送

・トレーラ・シャーシ:20t
・大型トラック:10t

30%

49%

18%

3%

海上
コンテナ

フェリーを介した
トラック・シャーシ輸送

貨物鉄道

RORO船を介した
トラック・シャーシ輸送

緊締車

緊締車

鉄道コンテナ:5t

フェリー
・RORO船

低温輸送
に強み

ロット
サイズ
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(1)貨物鉄道輸送に係る課題

②函館本線(長万部・函
館間)における貨物鉄道
輸送の在り方

①青函共用
走行問題

③貨物3線区
   の存続

出所：北海道新聞広告より
(最終アクセス日:2023.10.19)

出所：Response.jp HPより
(最終アクセス日:2023.10.19)

出所：東洋経済ONLINE HPより
(最終アクセス日:2023.10.19)

出所：背景地図：北海道企業立地ガ
イドブック(2022年4月版)一部変更

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 36
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(あ)石北線・室蘭線

出所：北海道新聞2023.09.30 朝刊

富良野

(岩見沢)

北見

北旭川

釧路

音別

帯広貨物

滝川

苫小牧

東室蘭

函館貨物

名寄ORS

中斜里ORS

小樽築
港ORS

根室線

石北線

室蘭線

廃線となった際には、

21.8億円の運賃増

貨物鉄道輸送
への影響

北見駅発のコンテナすべてを、トラックで、北旭川
駅などに、運ぶことになる。前述した内容(トラック輸
送力の低下)を踏まえると、実現不可能である。

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 37
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(い)並行在来線における貨物鉄道輸送の在り方

出所：北海道新聞 
電子版(2021.03.26)

【これまでの状況】

• 2030年度末北海道新幹線・札幌延伸時に、
並行在来線はJR北海道から経営分離

• 並行在来線の内、小樽・長万部間は
バス方式とすることを確認

• 貨物列車が通過する長万部・函館間につ
いて

• 旅客輸送は、北海道新幹線並行在来線対
策協議会で協議中

旅客としては「不要」
と判断される可能性
の高い線区での貨
物鉄道輸送の在り方

• 貨物輸送は4者（国,北海道庁,JR北海道,JR貨物）
が実務者レベルでの情報交換会で議論が続けら
れていた。7月26日に〇貨物鉄道輸送を維持す
る方向で一致した点、〇有識者会議(年内に設
置)で費用負担などの課題を議論し、〇2025年

度をめどに結論を出すことなどが発表されま
した(北海道新聞7月27日朝刊) 。

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 38
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(う)青函共用走行問題

引用:週刊東洋経済臨時増刊号 
「鉄道」完全解明2013,東洋経
済新聞社,2013.6.14

1435
(標軌)

1067
(狭軌)

【これまでの状況】
• 開業時、前例を踏襲し140km/hで走行

• 2019年3月のダイヤ改正で最高速度を
青函トンネル内160km/hに引き上げ
（東京～新函館北斗間3ｈ58ｍ）。

• 2020～21年の年末年始以降、年末年
始、ＧＷ、お盆に貨物列車との共用走
行が発生しない時間帯を設定し、 
210km/hを実現（東京～新函館北斗間
3ｈ54ｍ） 

【青函共用走行問題とは】

青函トンネルを含む約82kmの区間で
なされている新幹線と貨物列車の共用
走行において,新幹線と貨物列車のす
れ違い時の安全性などに起因する問題
を青函共用走行問題という。

出所：北海道新聞 
電子版(2021.03.26)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 39
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五稜郭

木古内

新中小国

青 森

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

保守
間合い

1435
(標軌)

1067
(狭軌)

札幌延伸時(2030)：
通年で新幹線・高速走行の可能性＊
⇒1日の内、貨物列車の走行できる時間が制限される

安全性の観点から新幹線
は最高速度を青函トンネル
内160km/hで走行

＊北海道新聞2021年3月26日
鉄道ジャーナル2021年4月号

出所:JR貨物時刻表
(平成30年3月ダイヤ
改正, 公益社団法人 
鉄道貨物協会)より
作成.
注：*1 五稜郭、木
古内、新中小国およ
び青森の発着時間を
直線で結び作図. 
*2 破線は臨時列車
を示す.

【起こりうる事態】
貨物列車の運行本数の減少
大幅なダイヤ改正による利用者離れ

引用:週刊東洋経済臨時増刊
号 「鉄道」完全解明2013,東
洋経済新聞社,2013.6.14

新幹線の高速走行時
間帯については不透明

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 40
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0
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09_4 09_5 09_6 09_7 09_8 09_9 09_10 09_11 09_12 10_1 10_2 10_3

3051

1-1 農産品 1-2 水産品 2-0 林産品 3-0 鉱産品 4-0 金属機械工業品 5-0 化学工業品

6-1 紙パルプ・繊維 6-2 食料工業品 7-0 雑工業品 8-1 特種品 8-2 取り合せ品 8-3 産廃物・廃土砂

3051 隅田川→札幌(タ)

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

09_4 09_5 09_6 09_7 09_8 09_9 09_10 09_11 09_12 10_1 10_2 10_3

3057

1-1 農産品 1-2 水産品 2-0 林産品 3-0 鉱産品 4-0 金属機械工業品 5-0 化学工業品

6-1 紙パルプ・繊維 6-2 食料工業品 7-0 雑工業品 8-1 特種品 8-2 取り合せ品 8-3 産廃物・廃土砂

3057 隅田川→札幌(タ)

インターネットでお買い物をしたときに届く「宅配
便の荷物」や「雑誌」は

みんなが寝ている間に貨物列車などで

道外から運ばれています。

③次の日の夜19時に

「札幌貨物ターミナル駅」に列
車が到着します。

①夜の11時ごろまでに東京の

「隅田川駅」にみんなの荷物が集
められます。

④その次の日の朝
からみんなの荷物
が配達されます。

②みんなが寝ている間に貨物列車は
一生懸命みんなの荷物を運びます。

③次の日の朝10時に

「札幌貨物ターミナル駅」に
貨物列車が到着します。

①夕方の16時ごろまでに

出来立ての雑誌が東京の「隅田
川駅」で貨物列車に積まれます。

④出来立ての雑誌
が本屋さんやコンビ
ニで販売されます。

②夜も休まずに貨物列車が雑誌
を北海道まで運びます。

みんなの荷物が届くまで できたての雑誌が届くまで

(3051列車)

(3057列車)

, 全国通運株式会社, 北海道運輸交通研究センター

下り

宅配便

雑誌・書籍

加工食品

4月 12月

4月 12月

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 41



(2)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題

43

(あ)船員の高年齢化
(い)港湾労働者の担い手不足 ・高年齢化
(う)船舶の高年齢化
(え)環境配慮型燃料への対応

(お)燃料の高騰
(か)トラック輸送力の確保の困難さ

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 42



(お)燃料の高騰

44

出所：日本内航海運組合総連合会
https://www.naiko-kaiun.or.jp/wp/wp-content/uploads/
2022/03/oil202212.pdf(最終アクセス日2023.03.13)

A重油

適合油

C重油

SOX規制 2023年7月～9月
期は100,400円

出所：日本内航海運組合総連合会
https://www.naiko-kaiun.or.jp/wp/wp-content/
uploads/2022/03/oil202309.pdf(最終アクセス日2023.11.08)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 43
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(か)トラック輸送力の確保の困難さ

長野県

静岡県

新潟港

東京港

サッポログループ物流株式会社 
諸岡知尚氏らとの共同研究による

茨城港
(常陸那珂港地区)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 44
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2024年問題

③
並
行
在
来
線

貨
物
鉄
道
の
在
り
方

③
共
用
走
行
問

題

ドライバー・庫内
作業での人材不足

貨
物
鉄
道
の
在
り
方

2022 2023 2025 2026 2027 2028 20292021

労働時間
の短縮

輸送力
の低下

20302024

運
賃
の
上
昇

輸
送
力
の
低
下

ト
ラ
ッ
ク

輸
送
力

フ
ェ
リ
ー
・

R
O

R
O

船

輸
送

・船員・港湾作業
人材不足

・燃料の高騰

・環境配慮型
燃料への転換
・新造船需要↑
・整備需要↑

運賃の
上昇

(可能性)

輸送力
の低下
(可能性)

函館・長万部間（旅客輸送）
(判断は25年度まで持ち越す)

(山線)長万部・余市間
鉄路廃止(2022.2) 地域公共交通

の在り方議論

貨物列車の走行に影響が
小さい期間に限っての
新幹線の高速走行

札幌延伸に合わせて
高速走行を通年化し
たい考えだ。(北海道
新2021.03.26)

鉄道網
の寸断
(可能性)

運賃の
上昇

(可能性)函館・長万部間（貨物輸送）

貨物鉄道輸送の在り方議論

①
貨
物

3
線
区

？？？
？？？

鉄道網
の寸断
(可能性)

運賃の
上昇

(可能性)

ダイヤ
の棄損
(可能性)

運賃の
上昇
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そして、もう一つの「トラック輸送力不足」
～モノの流れが支える北海道の暮らしと物流～

１．対岸の火事ではない、皆さんの足許(土台)の問題
(１) 北海道と他の地域の繋がり
(２) モノの流れの滞留が及ぼす影響

２．ドライバの担い手不足・2024問題をうけて
(１)輸送力低下は「弱いところ」から
(２)各分野・業界の状況
(３)行政の対応

３.もう一つの「トラック輸送力」不足
(１)貨物鉄道輸送に係る課題
(２)フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題
(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」 ～地域経済の縮小

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 46



集荷先・貨物駅間距離
(平均,km,駅別)

長大なファーストマイル＋ラストマイル

48

い Y

(例)
苫小牧港・茨城港(大洗地区)

航海距離(758km)

オホーツク地域からフェリー・
RORO船により出荷した際の

港湾までのトラック輸送距離
(発生した全トリップの平均)

約280km

フェリー・RORO船によりオホーツク地域から出
荷した際の本州側のトラック輸送距離 (発生
した全トリップの平均,km,地域別) 出所：道内通運事業者様6社より

貸与されたデータ(2017年)より推計

北海道平均

約31km

+
道外での貨物駅・配達先間距離
北見駅発平均

約13km

トラックへ
の依存度

北見駅発平均

約14km

131

55
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64
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20

40
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80

100
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140
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(３)この先におこりうる「ワーストシナリオ」
～地域間での輸送力の争奪戦～地域経済の縮小

49

⑨北海道・発着貨
物量の減少(北海
道の生き残り)

①トラック輸送
力の低下

②2024年問題 ④貨物鉄道輸送力
の低下・喪失

⑤より長距離なトラック輸送を
伴うフェリー輸送の増加

⑦荷物・荷主・地域
の選別（トラック輸
送力・フェリー輸送
力の奪い合い）

③トラック輸送力不足
(①②)

(現在)

(5か月後:既定)

⑥貨物鉄道輸送から

フェリー輸送への転換を
限定

フェリー輸送への移行に
伴うトラック輸送距離増
長(⑤)の負の相乗

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳 48



運賃の上昇シナリオ
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(運賃上昇のシナリオ)

• 環境変化(鉄道負担,燃料高,改善基準告示など)に伴う運賃の上昇
• 輸送力低下に伴い輸送需要に対し供給過少となり運賃が上昇
• 特定輸送モードの寡占状態による運賃レートの上昇 など

(運賃上昇に伴う負のスパイラル)

市場競争での敗退

運賃上昇

生産者が吸収

物流事業者が吸収

消費者価格
への転嫁▲

道内産品

運賃上昇

小売価格
への転嫁

？

道外産品

シンポジウム道民の生
活を支える物流を語る 
in Sapporo(2018.3.18)
での討議より

中間財(材
料)価格へ
の転嫁
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まとめ

51

物流問題を考えることは、
「どのような地域を次の世代に残すか」を
考えること。

⇒「どのような地域を
次の世代に残すか」

北海商科大学・市民公開講座(2023.11.11) ©北海商科大学 相浦宣徳

北海商科大学
市民公開講座(2023.11.11)

ドライバの担い手不足・2024問題
貨物鉄道輸送に係る課題
フェリー・RORO船を介した輸送に係る課題

⇒対岸の火事ではない、
皆さんの足許(土台)の問題

50
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